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T AKEJI SezUKI and KATSむおI耳o HAYASHI : On Qu配ue Disciplines 

〔要旨) この論文は，しばしば待ち行列においてでてくる規律を次の条件. 1.客は系から中途離脱しない，

2. 客がいれぽ必ずサービスする， 3. 言語り込みは許さない， 4. 扱者にとり客のサービス時間震がわからな

い，で類別して， CO=条件1.2. 3. 4. を満足する茨律の集会. C1ニニ条件1. 2. 3. 4. を満足する幾律の集会. C2 

条件1. 2. を満足する規律の集会とし， 各クラスにおける規律が Sample path 上でどのような特性を持

っているかについて考察している . C2 グラスの任意の規律に対して， ある busy period 内に到着する容

の平均待ち時隠さと比較して次の結果を得ている. ここで記号A→Bi主規律Aによる平均待ち時践が幾律β

によるものより小さくはないことを示すが，下記の特別な規律に関しては次褒をうる.

LRST • LST • FCFS • S ST • S RST 

l-RS-
一一→LCFS

ここでLRST=最大残余処理待関頗. LST己最大サーどス待問瀬， FCFS=先着鱗. RS ニラン

ダム順， LCFS=後着順， S ST 最小サーピス時間)1原， S RST己最小残余処理時間)1僚の規律を表わ

す.なお!ì 3 ではG/G/l に対して，幾律に関し不変な関係正えが与えられている. とくに Co グラスに

潟して郊の平均長や平均待ち待問が不変であることが示された.

TAKEJI SczじIi: I and YOSIIIYlJKI YOS!!lDA: Ineq ual��s for Many幽Server Qu日ue and Other 

Queuεs 

(婆旨〕 この論文は， GI/G/s の平衡状態、における平均待ち符簡を，平均サーピス時間， サ{どス待

問の分散，平均到着時間々隔， 到着時間々隔の分散を既知として， できるだけよい近似でおさえる式を得

ることが主題である.この問題に関して Kingman は heavy traffic なるときの予想を与えた.単一窓

口の待ち行列については Marshall がよい近似式を示した.ここでは heavy traffic の仮定をもうけグ不

等式を与える !ì 2 において， G 1 /G/ s , p~山こ対し， E(W)三{V(T)+V(手)}/2{E(T)-

E(f)} を与える また特にGI/G/2 に対し， l / 2 -E(S2)/ 4 E(S)臼(W)三{V(T)十 V(f)

+Ei:)}/2{E(T日(引が得られているこの臥 Gl/M/s に対し E開中的十Y
(子)/け/2{E(T)-E(子)}が与えられる ここでTは到着時間々隔，川サーピス時間， E( )は
平均， V( ) は分数をそれぞれ表わす. れまもとの到着跨隔をど 2 僚にして作られた単一窓口の待ち行列の

平均待ち待問の lower bound である.また p=E(S)/ s E(ア〉である.なお ~3 において集団待ち行

列系の列の長さの平均，分散に関する不等式が与えられる.

SAlD ASHOCR and A. R. CHAR: Computational Exp巴rience on Zero-One Programming 

Approach to Various Combinatorial Problems 

(要旨〕 各種の組合せの問題 (Combinatorial problems) を， 0 -1 型の計商問題に定式化して 2 穆の

アノレゴ D ズムで解いた実験の報告である.取り上げた問題は， ジョブ・スケジュー Pγ グ問題， 組立ライ

ンのバランシング需皇室，恕途需題，巡尽:セールスマン鵠題，資金配分需鐙，fi!il主主費問題である.これらの，

すでに知られてし、る， 。“ 1 裂の計幽閉惑によるそデノレを取 9 あげ，サイズの小さい問題だが，合計65の問

題を Hammer & Rudeanu による pseudo-boolean code と Salkin & Spíelberg による adaptive

bi踊ry code を用いて解き，その計算時間などをまとめた表を践し，議評しである.
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